
 

           新技術調査表（１） 登録番号 ０４０１０１２ 

名  称 ライン導水ブロック－F 型 
作成年月日 2003年 8月18日 

更新年月日 2020年 4月15日 

 副  題 排水機能付き縁石ブロック  開発年月日 2002年 9月12日 

 
 
 分  野 

１共 通 ②道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
２工 法 
③製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

土木資材 

（道路・舗装） 

 

管径；φ150mm 

開 
発 
者 
等 

開
発
会

社 

会社等名 株式会社 イトーヨーギョー 担当部署 営業企画室 

担当者名 阿部 淳也 ＴＥＬ 03-5623-5132 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 株式会社 イトーヨーギョー 担当部署 営業企画室 

担当者名 阿部 淳也 〒 

 

103-0023 ＴＥＬ 03-5623-5132 

住  所 

 

東京都中央区日本橋本町4丁目4-16 日本橋内山ビル3階 ＦＡＸ 03-5623-5133 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://itoyogyo.co.jp/ 

 

e - m a i l  jyunya.abe@itoyogyo.co.jp 

  【概 要】 

ライン導水ブロック-F型は従来のL型側溝に代わる縁石に排水機能を持たせた新機能側溝です。 

【特 徴】 

１． 下図のように、歩道巻込み部などの雨水の溜まりやすい歩車道境界（路側沿い）に呑口が線状に開いて

おり、水が溜まりにくく、歩行者への水はねがなくなります。 

２． Ｌ型側溝のｴﾌﾟﾛﾝ部がないため車道端がﾌﾗｯﾄになり、路側を通行する2輪車の安全性が確保できます。 

３． 雨水の路面排除効果がＬ型側溝に比べて大きく、路面の冠水状態の早期解消の為通例補助的に設けてい

る中間桝を減らすことができ、コスト縮減になります。 

４． ポーラス面より排水性舗装体内に浸透した雨水を迅速に処理できます。また、歩道側の雨水も集水する

ため、従来の水抜きブロック方式と比較して、交通安全対策及び都市美観形成に効果を持ちます。 

５． 排水性能が大きく、L型側溝だけでなく下部に埋設された縦断管まで比較対象となります。 

６．Ｌ型側溝に比べると、ｴﾌﾟﾛﾝ部分の施工不要･現場作業の減少･施工性向上･工期短縮が図れます。 

７．バイコン工法で製作されるため、工場製作時のCO2排出量が少なく、環境負荷が低減されます。 

８．専用集水桝を用意しています。また既設桝を流用する場合でも、排水溝を接続することは可能です。 

９．排水溝は従来のジェット洗浄が可能です。また、スリット部が落ち葉などで覆われても、５０％

以上の開口率があれば規定の排水能力は確保出来ます。 

 
 

 

  

様式－３ 

ポーラスコン

クリートとの

２層打ち 

ライン導水ブ

ロック -F 型

用桝 

[バイコンとは] 

振動と圧縮の作用によって締め

固め、即時脱型する高強度コン

クリートです。 

ライン導水ブロック-F 型イメージ図 

 ライン導水ブロックは図のように各種用途の対応製品があります。 

（写真上から「標準部」「車両乗入部」「歩道切下部」） 

https://itoyogyo.co.jp/
mailto:jyunya.abe@itoyogyo.co.jp


新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   ８７件 
  国 土 交 通 省：  ８２９件 
  その他公共機関： ３４３８件 
  民 間：  ６７２件 

東
京
都 

（内
訳
） 

建 設 局：  ８２件 

都市整備局：   ３件 

港 湾 局：   ２件 

水 道 局：   ０件 

  下水 道局：   ０件 

  交 通 局：   ０件 

  そ の 他：   ０件 

 特  許 １有り   ②出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：KK-020004VE「活用促進技術」        登録年月日：2002年4月3日） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

① 安全・安心  ②環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ⑦景 観 

 自由記入  

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ④施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ⑦作業環境の向上 ⑧周辺環境への影響抑制 ⑨地球環境への影響抑制 
 ⑩省資源・省エネルギー ⑪出来ばえの向上 12リサイクル性向上 13その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【①短縮（ 32％）２同程度 ３増加（  ％）】（ 養生期間の省略    ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経 済 性【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ４ 施工管理【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ 占用幅の減少     ） 
 ５ 安 全 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ 車両の安全走行性   ） 
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ 掘削幅の縮小     ） 
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ バイコン工法による低減） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 10  そ の 他（通水断面が拡大し、排水性能が520％向上                ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
ライン導水ブロック-F型：10m当り 
    世話役   0.115人  トラッククレーン（4.8ｔ吊） 0.115日 
    特殊作業員 0.115人  ライン導水ブロック-F型     10個 
    普通作業員 0.345人  諸雑費 労務費及び機械経費の合計額の３％計上 
   
 【施工単価等】  

  
 
 
 
 

 
【施工上・使用上の留意点】 
・ 専用吊り具にてライン導水ブロックを設置してください。 
・ 砂・砂利等が製品にかからないように、スリット部及びポーラスコンクリート部を設置前にあら

かじめ養生シート等で覆い養生してください。 
・ 道路縦断勾配に従い施工されるため、平坦部では排水計算を行い、桝間隔を決定してください。 

 
 【参考資料】 
    「土木コスト情報」（財団法人 建設物価調査会） 
   

 ライン導水ブロック-F型 現場打街渠 比率 
工程 1.15日/100ｍ 3.60日/100ｍ 32％短縮 

経済性比較 9,500円/ｍ 9,600円/ｍ 1％低下 
排水性能(勾配2％) 0.02150ｍ3/ｓ 0.00413ｍ3/ｓ 520％向上 

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

[ライン導水ブロック-F型の品質及び規格] 

 
１．外観 

ライン導水ブロックは、その質が密で有害な傷がなく、外観が良くなければならない。 
 
２．コンクリートの圧縮強度 

ライン導水ブロックに用いるコンクリートの圧縮強度は、JIS A 1108に規定する試験を
行った場合、材令14日において普通コンクリート40.0N/mm2以上、ポーラスコンクリート 
 20.0N/mm2以上でなければならない。 

 
３．曲げ強さ 

ライン導水ブロックの外圧強さは、JIS A 5307に規定する試験を行い、下表に示す曲げ
強度荷重で破壊してはならない。 

種類 
規格荷重 試験荷重 

(kN) (kN) 
標準部（歩車道Ａ） １００ １３３ 
標準部（歩車道Ｂ） １３５ １８０ 

車両乗入部 ９８ ３３０ 
歩道切下部 ９８ １２０ 

 

４．試験状況写真 

５．試験方法 

 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
・道路表面の排水性の向上  
・排水性舗装部の端末処理 
・歩道の巻込み部分の水溜り除去  
・バス停留所の水溜り除去  
・雪道の融雪水の取り込み  
・特に水溜りが多い箇所  
・幅員の狭い道路の排水（エプロンがなく幅員が大きく取れる） 

 



新技術調査表（４） 
 
 

 ライン導水ブロック-F 型の  標準部     歩道切下部   
施工状況                 

 ・舗装端部の縁石に設置し、                

  雨水を処理します。                

       

・排水性舗装の場合、舗装                

体内に浸透した雨水を                

   ポーラスコンクリート                

より処理します。                 

 標準部    車両乗入部  

 ・歩道切下部、車両乗入                 

部についても同様に施                 

工します。                 

                 

 ・歩道の形状（マウンドアッ                 

プ･セミフラット）に対応し                 
た製品があります。            

 

 
 

                   

従来側溝との比較                 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

製品構造図                    
ライン導水 

ブロック-F 型 

 (標準部)                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    
 

 

 

バイコンもしくはポーラス
コンクリート

不透水層 導水溝

排水孔

バイコンもしくはポーラスコンクリート

排水孔



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

都市 

整備局 

第一建設事務所 

 

第四建設事務所 

 

第五建設事務所 

 

第五建設事務所 

 

北多摩南部建設 

事務所 

南多摩西部建設 

事務所 

再開発事務所 

路面補修工事(24-の10) 

及び南青山陸橋維持工事 

路面補修工事（２６四の 

８歩道改善） 

交差点改良工事その2 

(23五-1すいすい八蔵橋) 

自転車走行空間整備 

工事（25五-3） 

路面補修工事（25北南 

の4) 

松枝橋整備に伴う切廻し 

道路工事 

環状2号線Ⅲ街区外周 

道路整備 

 

～2013年 5月31日 

 

～2015年 6月30日 

 

～2012年 4月30日 

 

～2014年 3月31日 

 

～2014年 7月31日 

 

～2014年11月30日 

 

～2014年 5月31日 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 

 

 

 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

国土交通省関東地方整備局 

 

東京都世田谷区役所 

 

東京都東久留米市役所 

 

宮城県仙台市 

 

埼玉県さいたま市役所 

浦和東部まちづくり事務所 

神奈川県川崎市役所 

 

新潟市役所 

 

愛知県 尾張建設事務所 

 

小日向拡幅整備工事 

 

世区街6号線整備工事 

（その2） 

２６．市道105－２号線 

改修工事 

宮城野通自転車道設置 

工事Ⅱ期 

浦和美園駅西口駅前広場 

・駅前通線築造工事 

中原区内都市計画道路東京
丸子横浜線道路築造  
（その１０）付帯工事  
中建第14号 紫竹山鳥屋野 

線自転車走行空間整備工事 

一般県道神谷味美線自転車 

歩行者道設置工事 

2013年11月 7日 

 ～2015年 8月31日 

 

～2013年 7月31日 

 

～2015年 2月28日 

 

～2010年 4月30日 

 

～2012年11月30日 

2013年12月 2日 

～2014年 9月30日 

2014年 3月13日 

～2014年 8月20日 

 

～2010年10月31日 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 

 

 

 
 


